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 重水素(2H, D)は、水素(1H)の放射性のない安定同位体である。重水素で置換された有機化合物は、

古くより微量分析のトレーサーや医薬品の体内動態研究など幅広い分野で用いられてきた。C-D 結合

は C-H 結合より安定であるという同位体効果を利用すると、元医薬品の C-H 結合を C-D 結合で置き

換えた重水素化医薬品（ヘビードラッグ）は代謝安定性が向上することがある。また、近年の目まぐ

るしい機器分析性能の向上により、重水素置換化合

物は中性子散乱・ラマン分光・NanoSIMS などによ

る分子イメージングの強力なツールとなることが

証明されている。我々は、重水素置換化合物の有用

性に着目し、多様なコンセプトによる合成法を開発

してきた(Figure 1)。1,2) 重水素化体を合成する試薬

として、LiAlD4, NaBH4, NaOD in D2O, CD2O in D2O, 

CD3NO2 などが市販されているが、いずれも高価で

ある。一方、重水 (D2O)は水に 150 ppm 含有される

天然物であり、最も安価な重水素源として重宝され

る。（重）水中での有機反応を制御することは困難で

あるが、我々は活性炭担持型白金族触媒と D2O を用

いた多重重水素化ならびに有機分子を触媒とした

位置選択的重水素原子導入法を開発している。重水

素ガスや高濃度 NaOD 重水溶液などの調製にも挑

戦している。また、合成した重水素化物質を足掛か

りに重水素原子が導入された蛍光物質やヌクレオ

シド類も合成可能である。 

学術変革領域研究(B)「重水素学」では、生体関連物質（医薬品やリノール酸、スクアレンなど）の

新たな重水素原子導入法を開発し、他研究代表者らと連携し重水素化医薬品開発における新たな指針

の作成に努めている。重水素置換化合物は、LED などの電子材料や光ファイバー材料の機能向上にも

役立ち、新規な軽油識別剤としても利用が期待される。多様な用途に即した新たな合成コンセプトを

立案していきたい。本発表では、重水素学での取り組みのみならず、時間を許す限り我々の重水素置

換化合物の合成法を紹介したい。 
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